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－１－

上条からの初日の出(2019.1.1)

上小田原からの初日の出(2020.1.1)

サクラ，そして，モモやスモモの花が咲き誇るまぶしいくらいの春が，い

つもより少し早めに神金の地にやってきました。

ここ３カ月の期間平均気温は平年比+2.5℃ということで，令和３年の年始

は強烈な寒波で寒さにふるえましたが，その後は例年以上にあたたかな冬に

なったようです。そのためか，サクラに続きスモモが，モモが続々と開花

し，多くの花が同時に楽しめる春となりました。

高台からは，白いスモモやピンクのモモの中にところどころ黄色い菜の花

を眺めることができ，神金の最も美しい季

節がやってきたんだと感じました。同時に，

農家の方々にとっては，授粉作業や花摘み

などの農作業に忙しい日々のスタート時期

がやってきたようです。



－２－

神金の春には欠かせない神部神社と金井加里神社，そし
て浜松神明社の春の例大祭が，コロナ禍の中，今年も神事
のみ行なわれました。
神輿が練り歩くこともなく，煙火の音だけが響き渡る，

ちょっとさみしさを感じる「神金のお祭り」になりまし
た。



－３－

４月４日，福蔵院で不動尊会が行われました。

コロナ禍の中，恒例の稚児行列や福餅まきは行わず，代表者の方々が参加して

の護摩祈祷のみが行われました。

マスクの持参・着用を

お願いします



－４－

「花まつり」は，４月８日にお釈迦さまの生誕をお祝いする行事です。

今から約2500年前の４月８日，ネパール国ルンビニーの花園で，お釈迦さま

は誕生し，生まれるとすぐに7歩歩み，右手は天を，左手は地を指して，「天に

も地にもただ独り私として尊いのである（天上天下唯我独尊）」と宣言されたと

のことです。

その時，お釈迦さまの誕生を祝い，周囲の花々は咲き乱れ，空からは産湯代わ

りの甘露の雨が降り注ぎ，世界中が輝き喜びで溢れたと伝えられています。

この事からたくさんの花々でお寺やお堂を飾りつけ、お釈迦さまの像に甘露の

雨を表現した「甘茶（あまちゃ）」をかけるようになりました。

福蔵院の花御堂と安置された誕生仏

令和３年度第１回神金振興会代表者

会を開催します。

５月２１日（金）
午後７時３０分～
神金公民館１階ホール
マスクの持参・着用をお願いします

回覧でもお知らせしたように，神金

小学校で有価物回収を行いますので，

ご協力をお願いいたします。

◆ビン類・古着の回収は行いません

◆大雨時には，翌日に順延します


